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＊寝室（義理の父） 

 

「んっ…♡ふっ……♡」 

 はぁはぁ♡はぁはぁ♡ 

 

 俺が部屋で寝ていると、妙な感じがして、ぼんや

りと目が覚めた。薄暗い部屋を見て、まだ夜中なの

だと気づいた。今日は家に帰ってきたら、兄さんに

玄関先で犯されて、ご飯を食べた後、また兄さんに

犯された。クタクタになって、寝室で眠ったところ

までは覚えている。 

 

（ん？何…？♡なんか下半身が気持ちいい……♡） 

 

 ピチャッ…♡ピチャッ…♡ゴソゴソ♡ 

 

「えっ、やっ、誰かいるの…？♡んっ♡」 
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 見れば、俺の布団の中で何かが動いていた。おそ

らく男の人だ。俺は兄さんと同じ部屋で寝泊まりし

ている。いつもは狭いベッドに二人で寝て、そのま

まエッチすることが多いけど、今日はもう俺がヘト

ヘトだったのを見て、兄さんとはベッドを分けて眠

っていた。 

 

「えっ……♡兄さん？♡やっ♡」 

 

 俺が“兄さん”と呼ぶと、男は俺のチンポの先を

グリグリと強く握った。激しい快感に俺はベッドの

上でビクンッとのけぞった。チンポの先を親指でグ

リグリと押しつぶされる。 

 

 ぐちゅっ♡ぐりぐりぐり～っ♡ 

 


